
「第６次会津若松市男女共同参画推進プラン（案）」への意見募集結果

　標記プランの策定にあたり、案に対する市民意見公募（パブリックコメント）を実施し
ました。その結果及びお寄せいただいた御意見に対する市の考え方についてお知らせいた
します。

１　意見募集期間

　　令和５年11月１日（水）から令和５年11月 30日（木）まで

２　提出意見

　　４名の方から15件の御意見がありました。

３　意見の内容及び市の考え方

No. 項目 意見の内容 市の考え方

1 ～あなたらし
く　わたしら
しく　あいば
せ　プラン～
（愛称）につ
いて

表紙

　「あなたらしく　わたしらしく
あいばせ　プラン」について、行
きましょうよ一緒にという意味を
込めて「あなたらしく　わたしら
しく　あいばせ　ともに」にして
はどうか。

　この愛称をつけるに至った経緯
につきましては、P.6に記載のと
おり、第6次プラン策定のために
開催したワークショップにおい
て、「男女共同参画という言葉は
固すぎる」「一人ひとりが自分ら
しく輝いて暮らせる町になってほ
しい」「会津若松らしいプランの
名称にしてほしい」などの声を多
くいただきました。
　その他にも、このワークショッ
プにおいて、「男女であいばせ会
津若松」や「男女で行けばさすけ
ねぇ社会」など、本市らしいネー
ミングを御提案いただきました。
　そうした様々な御意見を踏ま
え、男女共同参画という言葉では
なく、一人ひとりが輝けるという
視点で、かつ、会津若松らしい
ネーミングとして、「あなたらし
く　わたしらしく　あいばせ　プ
ラン」と願いを込めた愛称とした
ところです。

　あいばせという言葉は「（一緒
に）いこう」という意味で、「と
もに」という意味を含んだ言葉で
あり、共同参画に代わる会津若松
らしい言葉であると認識しており
ます。

　また、「あなたらしく　わたし

2 　「あなたらしく　わたしらしく
あいばせプラン」の「あなたらし
く　わたしらしく」は、男女共同
参画の基礎であり、大変重要な文
言。現在、SOGIなど多様な方々
への配慮や人権の尊重など重要性
が増しており、基本理念を考慮し
てのサブプラン名だと思うが、な
ぜこのサブプラン名になったのか
説明する箇所があればよかったの
ではないかと思った。

　SDGsでは「5ジェンダー平等を
実現しよう」が掲げられており、
市民に「ジェンダー平等」という
言葉を浸透させる必要がある。サ
ブプラン名に、この言葉を使って
「わかまつジェンダー平等推進プ
ラン」ではどうか。

　あいばせという言葉を使うなら
ば、「わかまつ男女ともにあいば
せプラン」ではどうか。

　実現計画の中でも、男女共同参
画社会実現のために意識改革の必
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要性があげられている。「あなた
らしく わたしらしく あいばせ」
という言葉は奥が深いはずだが、
家事・育児・介護・地域活動など
を男女がともに協力しなければな
らないのに、「今のままの私でい
いんだ。」「女性に任せきりでい
いんだ。変わらなくてもいいん
だ。」と捉えてしまわないか、心
配である。趣旨は理解できる
が、3つの基本目標や施策を考慮
したサブプラン名の方がよいよう
に思う。

らしく」には、「男性は仕事、女
性は家事・育児」に代表されるよ
うな、性別による役割分担ではな
く、一人ひとりがそういった思い
込みに左右されず、望ましい自分
であってほしいという思いととも
に、本プランの新しい視点である
多様なSOGIも踏まえた表現とし
ております。

　これらのことから、愛称を「あ
なたらしく　わたしらしく　あい
ばせ　プラン」としました。

　なお、この愛称になった理由が
掲載されているP.6のコラムにつ
きましては、プラン冒頭に掲載す
るなど、修正を検討します。

3 　「あなたらしく　わたしらしく
あいばせプラン」の「あなたらし
く　わたしらしく」は、様々な自
治体で男女共同参画のスローガン
にかかげているようだ。男女共同
参画推進プランの第1次や第2次
などの初期であれば、「あなたら
しく　わたしらしく」もいいかと
思うが、もう第6次なので、基本
目標や施策を考慮したサブプラン
名にしてはどうか。

　「あいばせ」という言葉は、会
津若松市の教育旅行版観光ナビパ
ンフレットのタイトルにも使われ
ており、もう少し短いサブプラン
名だといいと思う。

4 1　計画策定の
趣旨について

P.1

　本プランは前プランの基本理念
を継承しつつ、“会津若松市第 7
次総合計画における政策分野8・
男女共同参画の個別計画”と位置
づけ令和 4年に実施した男女共同
参画に関する意識調査結果を踏ま
える事が本プラン策定の原点にあ
るように読み取れるが、究極は
「男女共同参画都市宣言」や「会
津若松市男女共同参画推進条例」
の実現に向けた「会津若松市男女
共同参画推進プラン」の具現化や
達成具合が次のプランの策定の原
点であるべきかと考え、令和 4年
の意識調査結果のみならず、各自
プランの総括経過もしっかり踏ま
え、本プランに反映すべきではな
いか。

　また、当推進プランのスタート

　プランの推進にあたっては、毎
年度、重点目標ごとに設定した数
値目標の達成状況や各種施策の進
捗状況を把握、評価し、より効果
的な推進につながるよう、男女共
同参画行政連絡会議や男女共同参
画審議会にて意見を伺い、課題等
を明らかにしながら事業を推進し
てきました。また、第6次プラン
の策定にあたりましては、現行の
第5次プランの総括も併せて行
い、現状と課題を把握しプランへ
の反映を図ったところです。

　当推進プランのスタートは、第
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は2003年に策定した「第3次プ
ラン」なのか。

　第1次、第2次プランとしての
位置付けは、男女共同参画都市宣
言や会津若松市男女共同参画推進
条例の事なのか。

1次プランにあたる、1985年策定
の「会津若松市婦人行動計画」に
なります。

　第2次プランは、1995年策定
の「第2次会津若松市女性計画
ぱぁーとなーしっぷ 21」になり
ます。

5 重点的に取り
組む項目につ
いて

P.4

　上から1行目の「誰もが、住ん
でよかった、住み続けたいと思え
るような魅力ある会津若松市」と
の表記があるが、男女共同参画社
会の実現で成し得るものではな
く、この文言は、誰かの選挙の
キャッチフレーズに似ており、感
心しない。
　よって、1行目の文頭から“男
女の不平等感を解消し、お互いに
認め合い、協力して共に活躍でき
る魅力ある会津若松市”といった
ような表現ではいかがか。

　本市における人口減少問題につ
いては、様々な要因が考えられま
すが、その要因の一つにジェン
ダー格差があると認識しておりま
す。男女の不平等感を解消し、女
性が生き生きと活躍できるよう重
点事項を定め、施策に取り組むこ
とで、市民の皆様に、「住んで良
かった。住み続けたい」と思って
いただけるよう、また、市外在住
の方には、本市へ住んでみたいと
思ってもらえるような環境づくり
に努めていきたいと考えているこ
とから、この表現としました。

6 新たな視点に
ついて

P.5

　①“多様なSOGIへの理解増
進”に加えて、P.8の「LGBTQ+」
への取組については、各種啓発活
動や調査等を基本施策とし、市民
意識調査における、「セクシュア
ル・マイノリティ」という言葉の
認知度を指標に定め、令和 4年が
48.2％と把握され、令和10年の
目標値を66.6％としているが、
啓発活動の実施状況だけではな
く、各人の心身面でどれだけ受け
入れられるのかが重要であって、
知識としては理解できても現実的
には受け入れがたい事象であり、
施策の位置付けも下位にしながら
評価の指標も画餅の評価ではな
く、どれだけ受け入れられたかの
実質的評価指標を見い出して取り
組んで欲しい。

　国において、令和5年6月23
日に公布・施行され理念法として
制定された法律はどの様な法律の
表記で、各自治体として、どの様
に取り組まないといけないのか、
明確に理解できず、本プランへの
反映に疑問が残る。
　極論だが、これを受け入れる究

　多様なSOGIへの理解増進につ
きましては、今後、知識としての
理解を超えた、多様なSOGIを受
け入れる意識の醸成が必要である
と認識しております。
　一方で、受け入れる意識の醸成
につきましては、しっかりと知識
として理解しておく必要があると
考えております。少数派であるが
故のことではなく、誰しもが様々
な性的指向やジェンダーアイデン
ティティを持っており、その在り
方が多様であるという理解が重要
であると認識しております。
　そのために、まずは意識の啓発
を図っていきたいと考えており、
これに基づく、指標を設定しまし
た。
　

　性的指向及びジェンダーアイデ
ンティティの多様性に関する国民
の理解の増進に関する法律では、
地方公共団体の役割として、国と
の連携を図りつつ、その地域の実
情を踏まえ、理解の増進に関する
施策を策定し、実施するよう努め
ることとしていることから、第6
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極は、生態系の崩壊にもつながり
かねないか。

次プランには、新たな視点として
位置付け、セミナーの開催や出前
講座の実施などにより多様な
SOGIへの理解増進を反映したと
ころです。

7 SDGsと男女共
同参画につい
て

P.6

　P.7の「計画の体系」の第一義
に関連するSDGsのゴールが位置
付けられているならば、もっと詳
しく大きく表示して、関連性を明
確にされてはいかがか。

　いただきました御意見を踏ま
え、体系図の各基本目標に関連す
るSDGsのゴールを大きく表示し
たり、関連性を明らかにしたりす
ることなど、見やすい表記につい
て検討します。

8 「優位」と
「優遇」につ
いて

P.10

　P.10　図 2：男女の地位の平等
感についてのアンケートでは「優
遇」という言葉を使っている
が、P.8では「男性優位」という
表現になっている。「男性優位」
と「男性優遇」の使い分けはどう
なのか。

　優遇については、男性が「優先
的に扱われているかどうか」を
伺っており、P.8で使用している
優位とは、「優遇」「どちらかと
言えば優遇」の回答項目を合わせ
た意味で、かつ、程度の差はあっ
ても、「女性よりも有利な位置や
立場にある」と感じていると捉
え、使用しているものです。

9 基本目標Ⅱ　
女性があらゆ
る分野に参画
できる社会づ
くりについて

P.25

　「女性が参画できる」という表
現は、どうしても男性が主体とい
うイメージがある。今後、様々な
場面での女性の活躍が期待されて
おり、さらに女性活躍推進に向け
た取組が必要だと思うので、「女
性があらゆる分野に参画できる社
会づくり」という文言を、「女性
があらゆる分野で活躍できる社会
づくり」にしてはどうか。

　P.27　下から2行目　「様々な
分野に参画できる女性人材を」に
ついても、「様々な分野で活躍で
きる女性人材を」に変えてはどう
か。

　P.25のとおり、事業所におけ
る管理職等の男女比や町内会にお
ける男女共同参画の状況を見る
と、未だ方針決定の場への女性の
参画が少ないという認識も持って
おりますので、P.26に記載のと
おり、身近な地域活動などの意思
決定の場や、市の審議会や政治分
野などのあらゆる場への女性の参
画促進に向けて取り組んでいきた
いと考えており、「女性があらゆ
る分野に参画できる社会づくり」
と目標設定しておりますことか
ら、この表現としました。

10 市役所におけ
る男女がとも
に働きやすい
職場環境整備
について

P.44

　第5次プランでは、庁内の各所
属に「男女共同参画推進員」を設
置し、全庁的に推進するとなって
いるが、第6次プランでは削除さ
れている。P.60の(1)市役所の役
割で、「男女共同参画推進員」に
ふれてはいるが、第5次プランの
ように載せた方がよいのではない
か。

　今回の第6次プランでは、「市
役所における男女がともに働きや
すい職場環境整備」と「市役所に
おける女性職員登用促進」を計画
の体系へ位置付け、「計画の推進
に向けた取組」を整理したところ
です。
　なお、「男女共同参画推進員」
につきましては、これまで同様、
各所属へ設置し、男女共同参画の
中心的な役割を担い、職員一人ひ
とりが男女共同参画の視点を持っ
て業務に遂行していくこととして
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おります。このことから、現在の
記載としました。

11 コラムコー
ナーについて

P.59

　生理用品の無償配布について、
配布基準、条件、内容等の詳細に
ついても記載し、PR効果をアッ
プさせてはいかがか。

　いただきました御意見を踏ま
え、お困りの方により行き届くよ
う、詳細な内容の掲載を検討しま
す。

12 計画の推進に
向けてについ
て

P.60、61

　P.60「（3）市民（個人）へ期
待されること」を「（3）市民
（個人）」に、下から6行目の
「本質に気づくことが大切で
す。」を「本質に気づき行動をお
こすことが大切です。」に、下か
ら2行目の「実際に行動に移して
いくことが期待されています。」
を「実際に行動に移していく必要
があります。」に、P.61「（4）
市民活動団体・NPO等へ期待され
ること」を「（4）市民活動団
体・NPO等」に、上から 4行目の
「課題解決につながることが期待
されています。」を「課題解決に
つながります。」に、「（5）企
業・事業者へ期待されること」を
「（5）企業・事業者」にそれぞ
れ修正してはどうか。

　「1　計画の推進に向けて」の
中の表記を全て名詞で揃える視点
もございますが、「期待されるこ
と」を削除することで、P.2「2　
計画の性格」に記載するところ
の、積極的に取り組んでいく意味
合いが弱まってしまうと考えてお
ります。
　市民の皆様に強いるものではご
ざいませんが、市民・団体・企業
等の皆様全員で男女共同参画社会
を実現するために、「期待される
こと」は記載したいと考えており
ます。また、その他、「期待され
ています。」の記載についても、
前述の考えのとおり、現在の記載
としました。
　
　「本質に気づくことが大切で
す。」の記載については、御意見
を踏まえ、修正することを検討し
ます。

13 指標について

P.62～64

（P.14）

（P.19）

　市民意識調査における、「セク
シュアル・マイノリティ」という
言葉の認知度について、R10年の
目標値が66.6％となっているが
前記（No.6）からいかがか。

　No.6の市の考え方のとおり、
まずは意識の啓発を図っていきた
いと考えております。現在、セク
シュアル・マイノリティという言
葉については、約 2人に1人が意
味まで理解している状況であり、
この状況はまだ理解している方が
少ない状況であると考えておりま
す。
　この現状から、3人に2人（半
数以上）は意味まで理解している
状況にし、男女共同参画同様、新
しい常識にしていきたいと考えて
おりますことから、現在の指標と
しました。

14 　男女共同参画に関する出前講座
の申し込み数について、R10年の
目標値の5件は少なくないか。

　第5次プランの実績では、毎年
度 1～2件程度であり、今回の目
標値は、これまでの実績からする
と2倍以上の設定であり、決して
少ない数値ではないと考えており
ますことから、現在の目標値とし
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（P.45、58）

ました。

15 　指標について R10年の目標値が
「減少」として具体的数値目標が
明記されていないが、いかがなも
のか。

　減少という目標設定をした項目
は二つございます。
　一つ目の市民意識調査における
食事の支度・食事の後片付け・掃
除・洗濯・ふだんの買い物の項目
で「全くやらない」と回答した男
性の割合については、減少傾向に
あるものの、まだ女性よりも男性
の方が多い傾向にあるため、目標
値は具体的に明記せず、減少と設
定しております。
　二つ目の 75歳未満のがんの年
齢調整死亡率は、市健康づくり計
画（第2次健康わかまつ21計
画）において、目標値を達成して
おり、改善傾向にあるため、目標
値を減少と設定しております。
（R16年度における達成目標）
　このことから、この表現としま
した。
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